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２０２３あいち環境塾提言「２０年後の未来社会へ向けての環境に関するビジネスモデルや政策」

提案の内容 提案実現のための具体的な取組
（アクションプラン）と実現可能性

現状の把握 20年後に向けた提言の概要

波及効果

気候変動で穀物の収量が減少も
不測の事態に対応できない自給率

農作物の被害の最小化

保全農法の推進

1:不耕起栽培
2:ｶﾊﾞｰｸﾛｯﾌﾟ

炭素１ton当たりの削減費用:100ドル以下
年間平均削減量：34億トン/CO2（世界）

不耕起草生により、炭素貯留が可能
愛知74,000ha⇒34万7800tonCO2/年(無施肥)


